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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 3,289 △14.8 38 △45.6 26 △55.8 74 59.2
23年3月期第3四半期 3,858 1.9 70 ― 59 ― 46 ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 56百万円 （292.1％） 23年3月期第3四半期 14百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 204.76 ―
23年3月期第3四半期 128.63 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第3四半期 6,078 1,694 27.9 4,652.25
23年3月期 5,921 1,649 27.9 4,528.41
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  1,694百万円 23年3月期  1,649百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― ― ― 30.00 30.00
24年3月期 ― ― ―
24年3月期（予想） 30.00 30.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,000 △2.4 110 24.7 100 43.6 60 ― 164.74



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に掲載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 400,000 株 23年3月期 400,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 35,783 株 23年3月期 35,783 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 364,217 株 23年3月期3Q 364,236 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)における日本の経済情勢は、東日本大

震災の影響も表面上は収まった感があるものの、為替や株の値動きはいまだ好転せず国内需要も低調に推移してい

る状況です。さらにアメリカや中東諸国の政治不安や欧州諸国の経済情勢悪化によって世界経済そのものが不安視

されている状況であり、その影響もあって国内産業は一層厳しい状況に立たされております。一方住宅関連におい

ては、震災後の混乱からは脱したものの戸建住宅着工戸数は全国的に横ばいから減少へ移行しており、ローコスト

住宅メーカーの台頭や既存住宅のリフォーム需要増によって、住宅産業界にも二極化の波が大きく押し寄せてまい

りました。 

 このような環境の中で当社グループの状況は、既存顧客への一層のサービス強化を図るとともに、新規顧客の開

拓を今まで以上に注力し、減少した物量を最小限に食い止めるよう拡販に努めました。また、在庫量の更なる適正

化と仕入品目の精査を行い、商品回転率を上げることによって利益確保に努めました。 

 営業本部におきましては、プレカットの拡販を中心に、住宅資材との同時提案によって一契約あたりの販売アイ

テムを増やし、さらに新規訪問専任の営業マンを設定することによって売上金額の拡大に努めました。しかしなが

ら未だ回復しない個人消費に市場全体が大きく影響を受け、特に東海地区の戸建住宅着工戸数が減少していること

もあり、工務店や販売店を中心とした主力得意先への売上高確保が出来ませんでした。 

 市場本部では、ひきつづき個人施主からの住宅リフォームの受注が好調であるものの、小売の住宅資材販売が低

調に推移したため、当初予定していた売上高を確保することができませんでした。不動産部門では、子会社の三重

ナゴヤホームズの分譲案件がようやく着手できたものの、既存物件の販売が低調に終わったことにより、当初の予

定を下回る売上になりました。 

 この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は3,289百万円（前年同期比569百万円減、14.8％

減）、営業利益38百万円（前年同期比32百万円減、45.6％減）、経常利益26百万円（前年同期比33百万円減、

55.8％減）となりましたが、平成23年12月２日に法人税率変更に関する法律が公布されたことによって法人税等が

大きく減少し、四半期純利益は74百万円（前年同期27百万円増、59.2％増）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末（平成23年12月31日現在）の当社グループの財政状態は、10月以降若干受注状況が

持ち直しているものの、今や世界規模ともいえる金融情勢の悪化によって国内産業全体のマーケット規模が大きく

減退していることから、前連結会計年度末に比較して売上債権が53百万円減少しました。仕入に関しては、建築資

材の仕入が減少する一方で分譲案件の仕入が増加したことにより、仕入債務は前連結会計年度末に比較して226百

万円の減少となりました。一方、たな卸資産は不動産事業の戸建分譲物件の建築にかかる材料及び建築費用によっ

て、前連結会計年度末に比較して318百万円増加しました。 

 有形固定資産は特に動きがなく減価償却の進行により前連結会計年度末に比較して21百万円の減少となり、投資

有価証券につきましては、相変わらず株式市況の低迷が継続しているため、前連結会計年度末に比較して37百万円

減少しました。借入債務につきましては上記のたな卸資産の増加に対応して、前連結会計年度末に比較して410百

万円増加しました。これらを統合して現金及び預金の合計は、前連結会計年度末に比較して63百万円減少しており

ます。 

 この結果、自己資本比率は前連結会計年度末と同率の27.9％となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期業績予想につきましては、円高や株安の影響などの要因により先行き不透明感が強くあるため、平成23年５

月13日に公表した予想数値より変更はしておりません。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報



  

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 当該事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。  

  

  

該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 598,379 534,484

受取手形及び売掛金 932,200 879,194

たな卸資産 673,509 991,587

その他 56,543 64,665

貸倒引当金 △8,300 △5,200

流動資産合計 2,252,333 2,464,732

固定資産   

有形固定資産   

土地 2,561,610 2,561,610

その他（純額） 583,845 562,084

有形固定資産合計 3,145,456 3,123,694

無形固定資産 1,485 2,245

投資その他の資産   

投資有価証券 442,192 404,595

その他 124,003 119,226

貸倒引当金 △43,911 △35,911

投資その他の資産合計 522,284 487,909

固定資産合計 3,669,226 3,613,850

資産合計 5,921,559 6,078,582

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,226,316 999,473

短期借入金 578,000 844,000

1年内返済予定の長期借入金 631,176 769,611

未払法人税等 3,136 1,640

賞与引当金 15,000 7,500

役員賞与引当金 5,500 －

その他 99,870 110,223

流動負債合計 2,558,999 2,732,448

固定負債   

長期借入金 827,421 833,050

繰延税金負債 642,518 571,298

退職給付引当金 83,644 90,562

役員退職慰労引当金 7,150 7,150

受入保証金 128,647 128,605

その他 23,852 21,038

固定負債合計 1,713,234 1,651,704

負債合計 4,272,233 4,384,152



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 200,000 200,000

資本剰余金 6,567 6,567

利益剰余金 1,461,438 1,525,090

自己株式 △107,730 △107,730

株主資本合計 1,560,276 1,623,927

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 89,049 70,501

その他の包括利益累計額合計 89,049 70,501

純資産合計 1,649,325 1,694,429

負債純資産合計 5,921,559 6,078,582



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 3,858,792 3,289,579

売上原価 3,192,373 2,676,658

売上総利益 666,418 612,921

販売費及び一般管理費 596,264 574,777

営業利益 70,154 38,144

営業外収益   

受取利息 231 181

受取配当金 10,501 11,788

仕入割引 11,921 10,467

その他 7,090 3,438

営業外収益合計 29,744 25,876

営業外費用   

支払利息 33,241 31,378

売上割引 6,935 6,394

その他 479 39

営業外費用合計 40,656 37,811

経常利益 59,243 26,208

特別利益   

貸倒引当金戻入額 9,520 －

特別利益合計 9,520 －

特別損失   

固定資産処分損 106 275

投資有価証券評価損 － 6,017

環境対策費 － 4,636

特別損失合計 106 10,929

税金等調整前四半期純利益 68,657 15,279

法人税等 21,804 △59,298

少数株主損益調整前四半期純利益 46,852 74,577

四半期純利益 46,852 74,577



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 46,852 74,577

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △32,563 △18,547

その他の包括利益合計 △32,563 △18,547

四半期包括利益 14,289 56,030

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 14,289 56,030

少数株主に係る四半期包括利益 － －



該当事項はありません。 

   

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：千円）

  営業本部 市場本部 不動産事業 合計

売上高        

外部顧客への売上高  3,146,516  295,256  417,020  3,858,792

セグメント間の内部売上高又は振替高  17,553  43,757  189  61,500

計  3,164,069  339,013  417,209  3,920,292

セグメント利益又はセグメント損失（△）  △10,854  △13,062  136,163  112,245

利益 金額

報告セグメント計  112,245

セグメント間取引消去  △8,733

全社費用（注）  △44,269

四半期連結損益計算書の経常利益  59,243

  （単位：千円）

  営業本部 市場本部 不動産事業 合計

売上高        

外部顧客への売上高  2,753,440  232,003  304,136  3,289,579

セグメント間の内部売上高又は振替高  24,111  32,501  60  56,673

計  2,777,552  264,504  304,196  3,346,252

セグメント利益又はセグメント損失（△）  △60,030  △11,967  135,641  63,644



２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：千円） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

   

   

   

当該事項はありません。 

   

   

当該事項はありません。  

   

   

利益 金額

報告セグメント計  63,644

セグメント間取引消去  1,567

全社費用（注）  △39,002

四半期連結損益計算書の経常利益  26,208

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象



（１）販売の状況 

      連結売上高の内訳  

（注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

２．セグメント間の取引につきましては、相殺消去しております。 

   

５．補足情報

 セグメントの名称

前第３四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
  至 平成22年12月31日  

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
  至 平成23年12月31日 増減率

金額 構成比 金額 構成比 

  千円 ％ 千円 ％ ％ 

営業本部  3,146,516  81.5  2,753,440  83.7  △12.5

市場本部  295,256  7.7  232,003  7.1  △21.4

不動産事業  417,020  10.8  304,136  9.2  △27.1

合計  3,858,792  100.0  3,289,579  100.0  △14.8
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